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私たちの身の回りには膨大な数の微生

物が生息し、我々に多大な恩恵を与え

てくれます。例えば、チーズ、ヨーグルト、

日本酒などを生み出し(発酵) 、抗生物

質を作り出し、生ゴミを肥料化します。

このように多様な分野で利用されてい

る微生物には、まだまだ隠された働きが

あるに違いありません。

現在、多様な自然環境で生育する微生

物類について、世界で研究されている

微生物種は地球上に生息する微生物

種の0.1%にも遥かに満たないと言われ

ています。これら難培養性微生物類の

ゲノムは新規な遺伝子類を豊富に保有

すると考えられ、難培養性微生物類を

多数含む環境中の試料から、産業上有

用な遺伝子を探索する試みが世界各地

で大規模に行われています(メタゲノム

解析)。

この解析で得られた多様な微生物に由

来する大量な遺伝子の候補が、機能を

特定されないままに公開されています。

その中より、『自然環境の浄化や保全

に役立つ』をキーワードに、有用な遺伝

子を探索し、「持続可能型社会への貢

献遺伝子データベース」として世界へ発

信しましょう。今回は有用遺伝子を探索

するためのテキストの配布と探索手法

についての簡単な紹介を行います。

あなたも「持続可能型社会への貢献遺伝子
データベース」の構築へ参加しませんか

池村 淑道
長浜バイオ大学バイオサイエンス学部

医学・微生物学の新展開
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「ゲノム、遺伝子、染色体、遺伝子診

断、遺伝子治療など、難しそうな言葉

がマスコミに連日取り上げられているけ

ど、本当のとこどんなんなの？」、「それ

らのお互いの関係もよくわからないし

ぃ。」、「ゲノムと体質とか、遺伝や病気

との関係も取り上げられているけど、実

感としては遠い世界の話だよなぁ。」とい

った思いをされている人は案外多いの

ではないでしょうか。古くから、つむじの

巻き方、まぶたが一重か二重か、耳あ

かが乾いているか湿っているかなど、人

それぞれの持つ個性･体質が知られてき

ました。この個性・体質がゲノムと関係

することがわかってきたのです。医療の

分野に限ってもわかってきたことがたくさ

んあります。例えば血液型が9番目の染

色体にある遺伝子の型によって決まる

ことはご存じですか？ 生活習慣病や

がん（私は家族性腫瘍というがん体質を

研究しています、図を参照）など、病気

のかかりやすさや薬の効きやすさなど

が、ゲノム／遺伝子によってわかる時代

が到来しつつあります。その際、活躍す

るのが遺伝カウンセラーです。現在、

近畿大学の遺伝カウンセラー養成課程

で一生懸命勉強中の大学院生と一緒

に、ゲノムに関する疑問にお答えしたい

と思います。

ゲノム情報ってなに？ 私とどんな関係があるの？
ひとつ遺伝カウンセラーに聞いてみよう

田村 和朗
近畿大学理工学部生命科学科

医学・微生物学の新展開
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（図1）家族性腺腫性ポリポーシスの2型

（図2）家族性腺腫性ポリポーシスの（FAP）の遺伝子
医療介入の効果

バイオインフォマティクスとは、コンピュ

ータを使って生命現象を研究する学問

です。実験による研究と比較すると、多

様なデータを網羅的かつ統合的に解析

できること、異なる生物種を系統的に

比較解析できること、そして実験事実と

計算による予測を融合できることが、大

きな特色です。研究対象は広範ですが、

本研究室では、特に、生命現象に関連

する分子たち（遺伝子、タンパク質、低

分子化合物、糖鎖分子、薬物など）の

構造・機能情報と分子間相互作用ネッ

トワークについて、実験的に確かめられ

た知識をコンピュータで表現するととも

に、それらを有効に利用するための技

術開発とその実用化を行っています。こ

のような研究は、人体にとってより安全

な医薬品を開発することなどに応用可

能であり、研究の最先端と医療の現場

さらには一般社会とをつなぐものである

と考えています。本研究室の成果は、

ゲノムネット（ゲノム解析向けのインター

ネットサイト）を通じて広く世界に公開さ

れており、これまでも高い評価を得てき

ました。今回の展示では、このような研

究を通して、ゲノム情報から描き出され

る医薬品の科学を、紹介したいと思い

ます。

ゲノムから読み解く医薬品

金久 實・服部 正泰／片山 俊明
京都大学化学研究所／東京大学医科学研究所

ゲノム研究の
縁の下の力持ち
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病気の発症には、遺伝要因と環境要

因の両者が関与するが、発症の過程を

見てみると、一つの遺伝要因が強く働

いて、どのような環境下でも発症に至る

病気（単一遺伝病）から、影響の少な

い複数の遺伝要因と環境要因が複雑

に関係して発症に至る病気（多因子疾

患）まで、さまざまであることが分かる。

単一遺伝病は、患者数は少ないが重

篤な症状を示すことが多く、多因子疾

患は、がん、糖尿病、高血圧、アレル

ギー病などに代表され、現代人を悩ま

す病気のほとんどがこれに属する。この

ような病気の原因遺伝子が解明されれ

ば、出生前診断や遺伝子治療（単一遺

伝病）、新しい有効な予防法や診療法

（多因子疾患）を開発するための基盤を

築くことになり、私たちは、これまで未

知であった多くの病気の原因遺伝子を

明らかにすべく、ゲノム解析による病因

遺伝子探索を進めている。病気の原

因遺伝子を見つける方法は一通りでは

なく、単一遺伝病と多因子疾患では異

なるアプローチを取る。「ゲノムひろば」

では、どのような戦略で未知の遺伝子

を見つけていくのか、わかりやすく説明

したい。

病因遺伝子探索よりどりみどり

山本 健
九州大学生体防御医学研究所
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ゲノム研究の
縁の下の力持ち

（図2）医薬品として使われる化合物の歴史

（図3）医薬品の分子情報
と効能情報の階層型リスト

（図1）統合データベース
KEGGのトップページ


